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 管 内 の 遊 休 農 地 に お い て H 1 6 年 度 か ら 2 年 間 「 農 地

を 牛 で よ み が え ら せ よ う ！ 実 証 事 業 」 に 取 組 み 、 繁 殖

和 牛 の 放 牧 を 開 始 。 事 業 終 了 後 、 地 元 A 会 か ら 放 牧 の

希 望 が あ り 現 在 ま で 8 年 間 継 続 中 。 放 牧 は 3 . 5 h a の 遊

休 地 に 繁 殖 和 牛 2 ～ 7 頭 、 毎 年 6 ～ 1 0 月 に 実 施 。 管 理 は

A 会 が 行 い 、 関 係 機 関 に よ る 月 1 回 の 衛 生 検 査 を 実 施

。 放 牧 効 果 と し て 、 地 主 に は 草 刈 作 業 不 要 及 び 再 生 農

地 で の そ ば 栽 培 等 地 域 活 性 効 果 、 牛 貸 出 農 場 に は 飼 養

管 理 の 省 力 化 が 図 ら れ た 。 継 続 に あ た り J A 、 行 政 等 関

係 機 関 が 借 用 牛 確 保 、 飼 養 管 理 、 衛 生 対 策 等 に 協 力 し

課 題 の 解 決 を 図 っ た 。 H 2 3 年 度 以 降 に お い て は 放 牧 牛

の 飼 料 確 保 の た め 、 野 生 動 物 食 害 対 策 と し て 県 の 野 生

鳥 獣 害 担 当 者 指 導 に よ る シ カ 対 策 用 電 気 柵 の 改 善 、 人

為 的 な 草 地 植 生 の 維 持 管 理 と し て 畜 産 試 験 場 等 の 実 証

試 験 に よ る 牧 草 播 種 を 実 施 。 関 係 機 関 の 連 携 に よ る 課

題 対 応 が 継 続 し た 放 牧 を 可 能 に し て い る 。  

 


